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第 2章 CERK1自己リン酸化部位の生化学的機能評価 
















細胞外領域にもつ細菌の鞭毛フラジェリン受容体 (FLS2) や翻訳伸長因子 (EF-Tu) の受
容体 (EFR) 等の LRR 型受容体は、ペプチドを含むタンパク質性 MAMPs を認識しており、
ヒトの自然免疫の代表的な Toll-like receptor (TLR)群も細胞外領域に類似する LRR を
持っています。一方、当研究室が同定した LysM (Lysin motif)ドメインを細胞外領域に
















































（in vivo系）で調製した CERK1細胞内ドメインタンパク質(CERK1cyt)および CERK1タン




れ置換した CERK1 をシロイヌナズナ cerk1 変異体に形質転換した導入変異体を作成し、
キチン誘導性防御応答の復帰を指標に用いて評価した。その結果、CERK1の 428番目のチ
ロシン残基、473、479 および 573 番目のスレオニン残基、493 番目のセリン残基をほか
のアミノ酸残基に置換した CERK1 形質転換体では、キチン誘導性の防御応答の著しい低
下あるいは消失が観察され、これら 5 か所(Y428, T473, T479, S493, T573)のアミノ酸
残基が CERK1キチンシグナル伝達に関わることが示唆された。また、CERK1のホモ 2量体
形成が防御応答の開始はすでに明らかになっていますが、大腸菌発現系で調製した
CERK1cyt の解析により、CERK1 が トランスリン酸化活性を持つことが示し、すなわち、
“分子間リン酸化反応”がシグナル伝達の起動に関与することを示唆しました。 









































に NFR1 と細胞内領域に CERK1 を融合させたキメラ分子と NFR5 の相互作用よりも強いこ
とを見出しました。これらの解析は CERK1/NFR1型分子の細胞内領域の構造の違いが NFR5
との相互作用に影響を与えることを明らかにしました。 





























本論文の主要な第 1 章および第 2 章の一部は日本植物生理学会の国際科学誌「Plant 
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